JES和文原稿テンプレート ― 必要に応じて副題 ―（題目・MS明朝18・英数字はTimes New Roman 18・中央揃え）
（1行空ける 11・本行は提出時には削除し，空白行を挿入すること）
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青森 明彦（青木教育大学 非常勤講師）
琵琶 真一（青木教育大学 大学院生）
唐津 花子（桃島市立二里小学校）
（1行空ける 11）
キーワード：（3語。日本語はMS明朝，英語はTimes New Roman・12・中央揃え）
（1行空ける 11）
要旨 （MSゴシック・12・太文字・中央揃え）
（1行空ける 11）
本稿の研究において…（本文・MS明朝・10.5・1行目のみ文頭全角1文字分空ける）……………3つの点が明らかとなった。…（要旨を10～15行で書く。2行目以降は左端スペース空けず，両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。数字は桁数に関係なく全て半角。）…………

（1行空ける 11）
1．はじめに　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）
（1行空ける 11）
今日の外国語教育では，英語によるコミュニケーション能力の育成に向けたツールとして，授業においてさまざまな学習支援アプリ1が使用されている。本研究では，その中でも，小・中・高等学校を通じて普及が進んでいる自動音声認識ソフトに着目し，………………その有用性について考察する。（本文・MS明朝・10.5・各段落1行目文頭全角1文字分空ける。両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。数字は桁数に関係なく全て半角。）
（1行空ける 11）
2．先行研究　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）
（1行空ける 11）
外国語活動2における情意面に関する研究…（本文・MS明朝・10.5・各段落1行目文頭全角1文字分空ける）…………以下の点が報告されている。（本文・MS明朝・10.5・各段落1行目文頭全角1文字分空ける。両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。数字は桁数に関係なく全て半角。）
（1行空ける 11）
3．研究方法　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）

（1行空ける 11）
3.1　参加者　（MSゴシック・12・太文字・左揃え・番号半角）
本研究における参加者は…である。（本文・MS明朝・10.5・各段落1行目文頭全角1文字分空ける。両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。数字は桁数に関係なく全て半角。）
（1行空ける 11）
3.2　方法
（実験や調査を伴う研究の場合には，どのような倫理的配慮を行ったかを具体的に記述する。書き方は以下を参考にすること。）
通常の外国語の授業時間に事前テストを実施した。その後，4週にわたり，1クラス（処置群）はSpeechnotesを用いたスピーキング活動を帯活動として毎時間実施し，もう1クラス（対照群）は歌やチャンツを用いた通常の帯活動を行った。単元終了後の翌週の授業時間に，事後テストを実施した。本研究では，実施に先立ち，研究の趣旨，ならびに，本研究の参加により①児童の正課授業内容の履修が妨げられることはないこと，②正課の成績に影響を与えることはないこと，③個人情報は匿名化され適切に管理される旨を文書と口頭で参加児童の保護者に説明し，文書で参加の同意を得た。本研究終了後に実施した単元で，処置群には歌やチャンツを用いた通常の帯活動を，対象群にはSpeechnotesを用いた帯活動を毎時間行い，教育内容の均等性を図った。
（1行空ける 11）

4．結果　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え・番号半角）

（1行空ける 11）
表1に…を示す。……（図や表を掲載する場合は，図表番号，タイトル，図表のすべてを，左寄せとする。図表番号はいずれも図及び表の上に配置する。）
（1行空ける 11）
注（MSゴシック・12・太文字・中央揃え）

（1行空ける 11）
1. 学習支援アプリとは，…………（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭スペースを空けない・番号半角・両端揃え）
2. 本稿における外国語活動の定義は，…………
（1行空ける 11）
付記　（MSゴシック・12・太文字・中央揃え）

（1行空ける 11）
本研究は……………………..の協力を得ている。ここに感謝の意を表する。なお，本論文に関して，開示すべき利益相反関連事項はない。（本文・MS明朝・10.5・1行目文頭全角1文字分空ける。両端揃え・句読点：全角の「，」「。」を用いる。）
（1行空ける 11）
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（1行空ける 11）
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